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～令和４年６月に審議した議案一覧～
第２回定例会において計７議案を審議した

【令和４年第２回吉田町議会定例会（会期：６月１日～ 20日）】

　専決処分３件、条例の一部改正２件、補正予算１件、消防積載
車の取得１件の合計７件を審議し原案のとおり承認・可決した。
　また、法令に基づく報告が２件あった。

＜町長提出議案＞

議案番号 件　名 概　要

第３５号
専決処分事項の承認を求めることについて
（吉田町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）

国民健康保険税の基礎課税額及び後期高齢
者支援金等課税額に係る賦課限度額が引き
上げられることに伴い条例の一部を改正

第３６号 専決処分事項の承認を求めることについて
（吉田町税条例の一部を改正する条例） 地方税法等の一部改正に伴い、宅地等に対

する固定資産税・都市計画税条例の特例措
置等の改正第３７号 専決処分事項の承認を求めることについて

（吉田町都市計画税条例の一部を改正する条例）

第３８号 吉田町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

新型コロナウイルス感染症の影響による国民
健康保険税・介護保険料の減免に関し、引き
続き対象となる保険税・保険料の納期限を令
和２年２月１日から令和５年３月３１日に延長す
る改正

第３９号 吉田町介護保険条例の一部を改正する条例
の制定について

第４０号 令和４年度吉田町一般会計補正予算（第１号）
について

歳入歳出予算それぞれ3,013万円を追加し、
総額119億7,913万円とする

第４１号 令和４年度消防積載車の取得について 老朽化した消防団の消防積載車２台の更新

＜法令に基づく報告＞

第５号報告 専決処分事項の報告について（和解及びこれに伴う損害賠償額を決定することについて）

第６号報告 令和３年度吉田町繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について
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新型コロナウイルスワクチン接種体制事業費など
補正予算  ３,０１３万円を可決

一般会計補正予算（第１号）の主な内容

歳入歳出それぞれ3,013万円を追加し、歳入歳出それぞれ119億7,913万円とする

	 【歳入】
　新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金	 1,170万円
　新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費	 438万円
　子育て世帯生活支援特別給付金事業費補助金	 1,124万円
　コミュニティ助成事業助成金	 280万円

	 【歳出】
　新型コロナウイルスワクチン接種体制事業費	 1,609万円
　子育て世帯生活支援特別給付金事業費（※）	 1,090万円
　地震対策費	 280万円

令和４年第２回定例会

補
正
予
算
質
疑

衛
生
費

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目

接
種
の
対
象
者
が
当
町

で
は
約
９
，
４
０
０
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
４

月
・
５
月
の
接
種
者
が

増
え
て
い
な
い
こ
と
を

考
え
る
と
、
入
手
し
た

ワ
ク
チ
ン
使
用
量
が
予

想
よ
り
少
な
く
、
未
使

用
の
ま
ま
廃
棄
す
る
よ

う
な
結
果
に
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
数

量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

答

ワ
ク
チ
ン
は
国
が
一

括
し
て
管
理
し
て
お

り
、
そ
れ
を
各
都
道
府

県
の
人
口
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
記
録
シ
ス
テ
ム

を
も
と
に
ま
ず
都
道
府

県
に
分
配
し
、
県
が
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
の
接
種

状
況
を
み
て
割
り
当
て

を
す
る
方
法
を
取
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
は
、
在
庫
量
や
接
種

率
を
見
込
ん
だ
予
測
需

要
数
量
を
示
す
こ
と
に

よ
り
割
当
量
が
決
ま
り

配
送
さ
れ
る
ル
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

を
確
保
す
る
た
め
の
入

荷
数
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
大
変
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
今
は
７
月

ま
で
の
配
送
計
画
は
分

か
っ
て
い
る
が
、
そ
の

後
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

４
回
目
接
種
は
９
月

30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
が
、
在
庫
の
ワ
ク
チ

ン
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
は
期
限
切
れ
と
な
る

も
の
も
あ
り
ワ
ク
チ
ン

確
保
の
準
備
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

６月定例会の日程

	１日	 本会議　
	３日	 本会議
	６日	 全員協議会
１０日	 議会改革推進会議
１３日	 産業建設常任委員会
１４日	 総務文教常任委員会
１６日	 本会議（一般質問）
１７日	 議会運営委員会
２０日	 本会議

（※）町から児童手当を受給していない世帯および
高校生（16歳～18歳）のみを養育する世帯は、
給付金受給に当たり申請が必要となります。
申請に当たっては、町から個別に通知が届きます。
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問

今
年
４
月
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期

限
が
９
カ
月
か
ら
12
カ

月
に
伸
び
た
が
、
薬
事

上
問
題
が
な
い
の
か
。

デ
ー
タ
や
安
全
性
は
大

丈
夫
か
。

答

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期

限
が
伸
び
て
き
て
い
る

の
は
製
薬
会
社
か
ら
の

報
告
を
受
け
て
薬
事
承

認
の
中
で
認
め
た
も
の

で
あ
る
。

　
　

薬
事
承
認
で
は
、
超

低
温
冷
蔵
庫
に
よ
る
温

度
管
理
が
大
前
提
に
な

る
。
当
町
で
は
国
が
示

し
た
保
管
方
法
を
と
っ

て
お
り
、
停
電
な
ど
に

備
え
た
蓄
電
池
に
よ
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

敷
き
、
休
日
も
含
め
毎

日
温
度
管
理
を
し
て
い

る
の
で
不
安
に
な
る
と

い
う
認
識
は
持
っ
て
い

な
い
。

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は

当
町
で
も
国
全
体
を
見

て
も
、
20
～
30
代
が
低

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

２
回
目
ま
で
が
町
で

は
、
87
％
以
上
だ
が
３

回
目
は
67
・
3
％
と
落

ち
て
い
る
。
４
回
目
接

種
を
迷
っ
て
い
る
人
も

い
る
と
思
う
が
、
接
種

を
推
進
す
る
対
策
は
あ

る
の
か
。

答

国
で
は
４
回
目
接
種

に
つ
い
て
、
対
象
を
60

歳
以
上
の
３
回
目
接
種

し
た
人
お
よ
び
18
歳
か

ら
59
歳
の
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
と
狭
め
て
い
る
。

　
　

当
町
で
も
60
歳
以
上

の
人
に
は
全
員
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
意
義
と
、

国
が
作
っ
た
資
料
を
も

と
に
通
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

４
回
目
接
種
の
目
的

は
国
が
重
症
化
予
防
と

明
記
し
て
い
る
の
で
、

そ
こ
を
知
ら
せ
な
が
ら

接
種
を
進
め
て
い
く
。

消
防
費

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

金
に
つ
い
て
、
防
災
機

材
に
使
う
た
め
の
申
請

は
ど
の
様
に
広
報
を
し

た
の
か
。

答

周
知
の
方
法
は
一
般

社
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
県
を
経
由

し
て
町
に
申
込
書
類
が

届
く
。
そ
れ
を
各
町
内

会
に
配
布
し
、
町
内
会

か
ら
町
に
書
類
が
上

が
っ
て
く
る
。

　
　

毎
年
同
じ
流
れ
で
行

わ
れ
て
い
る
が
今
回
は

３
件
の
申
請
（
防
災
用

テ
ン
ト
・
発
電
機
な
ど
）

が
あ
っ
た
。

問

備
品
購
入
に
当
た
っ

て
は
、
何
を
ど
れ
だ
け

購
入
し
た
の
か
、
結
果

を
広
報
誌
に
掲
載
し
て

ほ
し
い
が
。

答

こ
れ
は
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
事
業
の
一
環
で

一
般
財
団
法
人
が
行
っ

て
い
る
事
業
で
、
町
と

し
て
は
採
択
さ
れ
購
入

の
あ
っ
た
防
災
機
材
は

広
報
に
掲
載
し
て
い
る
。

問

申
請
し
て
も
何
度
も

採
択
さ
れ
な
い
場
合

は
、
歳
費
で
の
防
災
備

品
購
入
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

答

こ
れ
は
助
成
金
制
度

の
中
で
行
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
必
要
性
の

高
い
も
の
は
町
で
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
議
案
質
疑

吉
田
町
税
条
例
の

一
部
改
正

問

本
議
案
は
専
決
処
分

事
項
で
あ
り
、
施
行
さ

れ
た
の
は
4
月
1
日
で

あ
る
。
固
定
資
産
税
減

額
な
ど
の
特
例
措
置
申

請
期
間
は
工
事
完
了
後

３
カ
月
間
と
あ
る
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
町
民
へ

の
周
知
が
行
わ
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
が
。

答

町
民
へ
の
周
知
に
関

し
て
は
議
会
の
承
認
を

得
て
か
ら
速
や
か
に
HP

に
掲
載
す
る
予
定
だ
っ

た
。

　
　

相
談
に
来
庁
し
た
人

に
は
、
税
の
控
除
制
度

を
分
か
り
や
す
い
チ
ラ

シ
な
ど
で
周
知
す
る
。

問

近
隣
市
町
で
は
4
月

の
専
決
時
に
HP
に
内
容

を
掲
載
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
町
民
の
た

め
に
は
早
め
の
公
開
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
。

答

情
報
の
公
開
は
、
専

決
の
時
点
か
議
会
の
承

認
後
か
、
周
辺
の
自
治

体
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち

で
は
あ
る
。

　
　

し
か
し
、
本
来
は
専

決
処
分
時
点
で
の
町
民

へ
の
で
き
る
だ
け
速
や

か
な
内
容
の
周
知
を

行
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
の
で
、
今
後
は
そ

の
よ
う
に
対
応
し
た
い
。

集団接種会場になっている
吉田町総合体育館

専決処分とは

地方自治法には、本来なら議
会が議決・決定しなければい
けない事項だが、ある一定の
要件を満たしている場合には
普通地方公共団体の長が代
わりに処分を下すことができ
るという規定がある。これを
「専決処分」という。
専決処分した場合、長は直近
の定例会又は臨時会に報告し
議会の承認を求める。
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問

外
国
語
版
情
報
誌
の

配
布
枚
数
を
令
和
５
年

度
ま
で
に
目
標
６
，

０
０
０
枚
に
増
刷
す
る

計
画
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
情
報
誌
を
大
型
商

業
施
設
や
各
自
治
会
施

設
に
配
置
す
る
考
え
は
。

答

役
場
庁
舎
窓
口
・
保

健
セ
ン
タ
ー
・
榛
原
総

合
病
院
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
榛
原
・
町
立
図
書
館

な
ど
７
カ
所
に
配
置
。

　
　

本
年
度
は
前
述
に
加

え
町
内
の
郵
便
局
も
同

様
に
配
置
。
今
後
も
多

く
の
方
の
目
に
留
ま
る

よ
う
配
置
場
所
の
拡
大

を
検
討
し
て
い
く
。

問

ゴ
ミ
の
出
し
方
な
ど

外
国
人
住
民
向
け
に
基

本
的
な
生
活
案
内
動
画

を
作
成
・
配
信
・
周
知

す
る
こ
と
で
問
題
の
解

消
や
外
国
人
実
習
生
を

雇
う
企
業
の
生
活
教
育

の
支
援
に
な
る
と
考
え

る
が
。

答

５
種
類
の
言
語
に
よ

る
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出

し
方
な
ど
の
案
内
チ
ラ

シ
を
転
入
の
際
に
配
布

し
て
い
る
。
企
業
支
援

は
、
必
要
に
応
じ
て
当

町
の
多
文
化
共
生
総
合

相
談
窓
口
で
対
応
。
ま

た
基
本
的
な
生
活
案
内

動
画
は
、
文
化
庁
HP
に

14
言
語
対
応
の
動
画
な

ど
が
既
に
あ
る
こ
と
か

ら
当
町
で
の
動
画
の
作

成・配
信
の
考
え
は
な
い
。

問

当
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
防
災
メ
ー
ル
は
日

本
語
発
信
の
み
で
、
外

国
人
住
民
は
情
報
不
足

の
た
め
災
害
弱
者
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。
当

町
の
情
報
発
信
に
は
課

題
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答

職
員
が
入
力
し
た
配

信
内
容
を
シ
ス
テ
ム
上

で
自
動
翻
訳
す
る
機
能

が
な
く
、
即
時
に
多
言

語
に
翻
訳
し
配
信
す
る

に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
で
現
実
問
題
と
し
て

対
応
は
難
し
い
。

　
　

現
時
点
で
は
多
言
語

で
配
信
す
る
予
定
は
な

い
。
災
害
情
報
の
配
信

は
多
言
語
に
対
応
し
た

静
岡
県
防
災
ア
プ
リ
な

ど
を
周
知
す
る
。

問

現
在
１
カ
所
あ
る
多

言
語
案
内
看
板
を
計
画

で
は
令
和
５
年
度
ま
で

に
10
カ
所
に
す
る
と
あ

る
が
、
観
光
名
所
や
主

要
な
公
共
施
設
に
多
言

語
案
内
看
板
が
必
要
と

考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

答

観
光
名
所
に
２
次
元

コ
ー
ド
の
付
い
た
案
内

看
板
を
設
置
し
多
言
語

に
対
応
す
る
。
主
要
な

公
共
施
設
の
名
称
を
示

す
案
内
看
板
は
必
要
性

を
精
査
し
検
討
す
る
。

問
question

増
加
す
る
外
国
人
住
民
に
対
し
て
は

答
answer

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
継
続
す
る

中 田 博 之 議
員

　

平
成
29
年
度
の
外
国
人
人
口
は
１
，
１
９
５
人
で
あ
っ
た
が
令
和
３

年
度
に
は
１
，
８
２
６
人
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。
今
後
も
、
当
町
の

外
国
人
人
口
は
増
加
す
る
も
の
と
推
察
し
、
町
が
行
う
外
国
人
へ
の
多

文
化
共
生
支
援
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
質
問
し
た
。

多言語案内看板
（住吉海岸）
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問

後
期
基
本
計
画
も
期

中
と
は
い
え
、
計
画
当

初
の
実
績
値
よ
り
改
善

し
て
い
な
い
目
標
が
多

い
理
由
は
。（
表
参
照
）

答

令
和
２
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
目

標
と
す
る
参
加
者
や
受

講
者
数
に
達
し
な
か
っ

た
事
業
が
多
か
っ
た
。

　
　

今
後
は
最
終
年
度
の

令
和
５
年
度
に
向
け
、

行
政
評
価
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
改

善
や
見
直
し
を
行
い
、

目
標
値
の
達
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

提
言

　
　

目
標
未
達
成
が
多
い

の
は
、
な
ぜ
で
き
な
い

か
の
原
因
分
析
お
よ
び

そ
の
対
策
立
案
が
不
十

分
で
あ
る
と
考
え
、
以

下
な
ど
を
提
言
し
た
。

・
４
年
間
の
目
標
で
は

な
く
、
年
度
ご
と
に

目
標
を
立
て
、
進
捗

度
を
評
価
し
公
表
す

る
。

・
行
政
評
価
時
に
、
達

成
・
未
達
成
に
関
わ

ら
ず
、
な
ぜ
、
な
ぜ

を
繰
り
返
し
た
後
に

評
価
表
に
記
載
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
。

・
次
年
度
の
方
向
性
は

現
状
70
％
以
上
の
事

業
が
「
現
状
の
ま
ま

継
続
」
で
あ
り
、
改

善
す
べ
き
点
を
探
す

意
識
を
強
め
る
。

・
現
状
を
客
観
的
に
観

察
し
対
策
方
針
を
出

す
、
臨
機
応
変
な
対

応
が
常
時
で
き
る
職

員
の
育
成
を
図
る
。

　
　

提
言
に
対
す
る
問
答

を
踏
ま
え
最
後
に
以
下

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

答

来
年
度
策
定
予
定
の

第
６
次
計
画
は
、
住
民

福
祉
の
向
上
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
吉
田
町
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
、
第
５
次
の
反

省
を
踏
ま
え
、
住
民
の

意
見
も
い
た
だ
き
な
が

ら
策
定
す
る
。
そ
の
計

画
を
計
画
倒
れ
と
せ

ず
、
組
織
一
体
と
な
っ

て
実
行
し
て
い
く
。

問
question

総
合
計
画
の
目
標
は
町
民
と
の
約
束
で
は

答
answer

総
合
計
画
は
将
来
像
を
示
す
町
の
運
営
方
針

平 野 　 積 議
員

　

吉
田
町
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
総
括
評
価
結
果
に
よ
れ
ば
、
分

野
の
主
な
目
標
を
達
成
し
た
項
目
は
、
約
40
％
と
少
な
い
。
そ
の
理

由
や
毎
年
行
う
吉
田
町
ま
ち
づ
く
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
行
政
評
価
の

方
法
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

◎ 前期計画目標達成結果 （令和２年９月） 
 

達成状況 件数 
令和元年度実績値が目標値を達成しているもの ４４ 
令和元年度実績値が基準値より改善しているもの ２８ 
令和元年度実績値が基準値より改善していないもの ２９ 
 

◎ 後期計画進捗状況 （令和３年８月） 
 

達成状況 件数 
令和２年度実績値が目標値を達成しているもの ２３ 
令和２年度実績値が基準値より改善しているもの ２４ 
令和２年度実績値が基準値より改善していないもの ４７ 
 
※ 前期基本計画期間：平成２８年度～令和元年度 

後期基本計画期間：令和２年度～令和５年度 
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問

新
た
な
公
共
交
通

に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入

が
決
定
さ
れ
た
理
由
は
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

要
望
も
あ
っ
た
が
、
既

存
の
路
線
バ
ス
を
補
完

す
る
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
当

町
に
最
も
適
し
て
い
る

と
判
断
し
た
。

問

な
ぜ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
選
択
し
な
か
っ

た
の
か
。

答

主
に
利
用
が
想
定
さ

れ
る
高
齢
者
に
と
っ
て
、

バ
ス
停
ま
で
の
移
動
や

乗
り
降
り
が
負
担
に
な

る
こ
と
か
ら
、
バ
ス
停

よ
り
も
短
い
間
隔
で
乗

降
場
所
の
設
定
が
可
能

で
あ
り
、
乗
降
が
容
易

に
で
き
る
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
を
選
択
し
た
。

問

公
共
交
通
で
の
住
民

懇
談
会
を
開
い
た
と
あ

る
が
、
具
体
的
提
案
が

見
え
な
い
。
町
民
の
方

か
ら
は
、「
小
型
の
巡

回
バ
ス
を
、
大
幡
神
社

か
ら
神
戸
の
辻
を
通

り
、
牧
之
原
市
の
境
ま

で
走
り
、
役
場
や
医
院

を
ま
わ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
と
の
具
体
的

意
見
が
あ
る
。
住
民
の

意
見
な
ど
が
十
分
反
映

さ
れ
る
仕
組
み
を
作
る

べ
き
と
思
う
が
。

答

吉
田
町
地
域
交
通
計

画
は
、
交
通
事
業
者
・

国
・
県
・
警
察
な
ど
の

関
係
機
関
、
さ
わ
や
か

ク
ラ
ブ
・
女
性
団
体
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

方
と
協
議
を
し
策
定
し

た
。

問

大
き
な
道
路
が
で

き
、
地
域
が
分
断
さ
れ

た
。
榛
南
幹
線
の
南
側

の
住
吉
、
川
尻
地
区
は

交
通
空
白
地
域
で
あ

る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
で
は
、
一
日
ど
の

く
ら
い
の
人
の
移
動
や

料
金
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

答

今
後
、
実
証
実
験
を

や
る
中
で
検
討
し
て
い

く
。

問

今
後
の
具
体
的
な
計

画
は
。

答

令
和
４
年
度
に
計
画

を
立
て
る
。
令
和
５
年

度
中
に
実
証
実
験
に
、

入
っ
て
い
く
。
そ
こ
か

ら
３
年
間
の
実
証
実
験

を
経
た
中
で
、
本
格
的

な
運
行
に
行
く
。

問
question

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
へ
の
対
応
は

答
answer

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入

山 内　 均 議
員

　

吉
田
町
地
域
公
共
交
通
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
交
通
の
利
便
性

と
安
全
な
移
動
が
で
き
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
す
る
。
移
動
に
は
路

線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
あ
る
が
、

具
体
的
利
用
手
段
の
決
定
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

コミュニティバス　
　乗合バスによる、一定地域内を運行するバス
デマンド交通
　乗客から事前に予約を受けて、乗客の要望を運行に反映
　できる運行形態
乗合タクシー
　乗合バスのように、乗合旅客を運送するタクシー
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問

過
去
の
一
般
質
問
に

お
い
て
「
今
は
事
業
計

画
を
示
す
段
階
で
は
無

い
」
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
３
年
が
経
過
し
た

が
事
業
計
画
の
現
在
の

状
況
は
ど
う
か
。

答

国
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
協
議
も
進
ん
で
お

り
、
現
在
は
国
と
着
工

に
向
け
て
具
体
的
な
整

備
手
法
に
つ
い
て
話
を

詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問

現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
堤
防
補
強
工
事
の
今

後
の
計
画
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
。　

答

国
の
事
業
な
の
で
説

明
は
差
し
控
え
る
。

問

住
吉
地
区
の
「
事
業

調
整
会
議
」
は
立
ち
上

が
っ
た
か
。

答

国
・
県
・
町
の
３
者
で

情
報
共
有
、
町
政
や
確

認
を
行
う
場
と
し
て
設

置
さ
れ
る
も
の
で
、
事

業
の
詳
細
が
決
定
し
た

段
階
で
判
断
す
る
。

問

「
静
岡
モ
デ
ル
推
進

検
討
会
」
は
、
過
去
５

年
間
で
何
回
開
催
さ
れ

た
か
。

答

地
域
の
実
情
に
応
じ

た
推
進
方
策
の
検
討
な

ど
を
目
的
と
し
た
静
岡

モ
デ
ル
推
進
会
議
の
開

催
は
、
令
和
元
年
12
月

と
昨
年
５
月
の
２
回
。

問

東
名
川
尻
幹
線
の
県

営
吉
田
団
地
交
差
点
改

良
の
実
現
に
向
け
て
の

計
画
は
。

答

実
現
性
の
可
否
を
判

断
す
る
必
要
性
が
あ
る

事
か
ら
、
引
き
続
き
交

通
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

交
差
点
改
良
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問

県
営
吉
田
団
地
交
差

点
か
ら
南
に
約
240
メ
ー

ト
ル
の
区
間
が
２
車
線

の
幅
員
16
メ
ー
ト
ル
道

路
だ
が
、
津
波
避
難
路

や
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
構
想
を
考
え
る

と
、
早
急
に
４
車
線
化

の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答

今
後
こ
の
区
間
が
県

に
移
管
さ
れ
る
予
定
が

あ
る
た
め
、
町
の
具
体

的
な
整
備
計
画
は
な
い
。

問

必
要
が
あ
り
４
車
線

道
路
を
作
っ
た
の
だ
か

ら
４
車
線
使
っ
た
方
が

有
効
と
考
え
る
が
。

答

約
240
メ
ー
ト
ル
区
間

の
道
路
の
拡
幅
と
中
瀬

下
片
岡
線
と
の
交
差
点

の
出
入
り
に
つ
い
て
の

２
つ
の
課
題
解
消
が
必

要
で
あ
る
。

問
question

住
吉
地
区
防
潮
堤
整
備
工
事
の
予
定
は

答
answer

着
工
は
決
ま
っ
て
い
る
が
未
だ
協
議
中

八 木　 栄 議
員

　

５
月
14
日
、
川
尻
工
区
の
駿
河
海
岸
防
潮
堤
完
成
式
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
住
吉
地
区
で
も
防
潮
堤
整
備
が
進
め
ら
れ
る
が
、
海
岸
沿
い

の
人
達
か
ら｢
防
潮
堤
の
計
画
が
わ
か
ら
な
い
と
事
業
の
設
備
投
資

な
ど
に
手
が
出
せ
な
い｣

と
言
わ
れ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

東
名
川
尻
幹
線
の
整
備
に
つ
い
て

補強工事が完了した住吉地区防潮堤

幅員16メートル道路の現況
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問

吉
田
中
学
校
の
こ
れ

ま
で
の
部
活
動
改
革
へ

の
取
り
組
み
は
。

答

昨
年
度
よ
り
未
加
入

も
認
め
る
完
全
自
由
加

入
制
を
実
施
。
部
活
動

の
数
も
２
つ
削
減
し
、

５
つ
の
部
で
外
部
指
導

員
制
度
を
導
入
し
た
。

　
　

各
部
の
活
動
の
あ
り

方
も
今
後
継
続
し
て
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

問

休
日
の
部
活
動
と
平

日
の
部
活
動
は
ど
の
よ

う
な
形
を
目
指
す
の
か
。

答

文
部
科
学
省
の
目
指

す
部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
、
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
整
理
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

　
　

本
年
度
は
生
徒
・
保

護
者
・
教
員
の
ニ
ー
ズ

把
握
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
い
。　

　

そ
の
後
、
教
育
委
員

会
・
学
校
・
地
域
ス
ポ
ー

ツ
団
体
関
係
者
に
よ
る

協
議
会
を
設
置
し
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
。

問

中
学
校
校
則
の
見
直

し
に
つ
い
て
内
容
の
確

認
や
変
更
を
議
論
す
る

場
を
設
け
て
い
る
か
。

答

校
則
に
つ
い
て
は
年
２

回
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
生
徒
・
保
護
者
を
対

象
に
実
施
。
教
員
間
で

も
毎
年
検
討
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
か
ら

も
各
小
中
学
校
に
対
し
、

必
要
か
つ
合
理
的
な
範

囲
で
定
め
る
も
の
と
な

る
よ
う
不
断
の
見
直
し

を
行
う
よ
う
指
導
し
た
。

　
　

な
お
、
校
則
は
生
徒

に
貸
与
の
PC
上
で
各
家

庭
で
も
閲
覧
で
き
る
。

問
question

吉
田
中
学
校
の
部
活
、
休
日
の
地
域
移
行
は

答
answer

調
査
後
、
協
議
会
を
設
け
移
行
案
を
検
討

盛　純一郎 議
員

　

文
部
科
学
省
か
ら
公
立
中
学
校
の
部
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
地
域
移
行
な
ど
の
検
討
・
提
言
・
通
達
が
行
わ
れ
て
い
る
。
学

校
の
校
則
に
つ
い
て
も
、
よ
り
合
理
的
で
時
代
に
即
し
た
見
直
し
が

随
時
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

文部科学省HPより
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問

基
幹
管
路
の
耐
震
化

に
つ
い
て
、
町
全
体
の

耐
震
化
率
は
。

答

基
幹
管
路
の
う
ち
導

水
管
と
送
水
管
を
対
象

と
し
た
も
の
は
町
全
体

で
62
％
で
あ
る
。

　
　

神
戸
・
大
幡
地
区
は

大
井
川
に
近
い
所
か
ら
、

地
下
水
を
吸
い
上
げ
て

い
る
水
源
が
多
い
。
そ

こ
か
ら
浄
水
場
へ
の
導

水
管
と
送
水
管
も
多

く
、
地
域
的
特
性
が
あ

る
。

問

「
応
急
給
水
計
画
」

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答

本
年
3
月
に
策
定
し

た
「
応
急
給
水
計
画
」

で
は
、
応
急
給
水
活
動

は
災
害
対
策
本
部
に
お

け
る
上
下
水
道
部
給
水

班
が
担
当
し
て
行
な
う

も
の
で
あ
り
、
災
害
発

生
直
後
か
ら
、
被
災
し

た
町
民
に
対
す
る
飲
料

水
を
確
保
し
、
供
給
す

る
こ
と
を
最

優
先
に
取
り

組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
　

断
水
な
ど
の
被
害
状

況
は
時
間
の
経
過
と
も

に
流
動
的
に
推
移
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
活

動
体
制
は
臨
機
応
変
に

決
定
す
べ
き
も
の
で
も

あ
る
。

問

「
想
定
す
る
リ
ス
ク

は
、
大
規
模
自
然
災
害

を
基
本
と
す
る
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
不
意

の
断
水
に
つ
い
て
も
こ

れ
を
適
応
す
る
の
か
。

答

す
べ
て
の
断
水
に
つ
い

て
最
大
規
模
を
想
定
し

た
対
応
を
す
る
も
の
で

は
な
い
。
発
生
し
た
断

水
の
規
模
に
応
じ
て
必

要
な
対
策
を
選
択
し
な

が
ら
、
応
急
給
水
計
画

に
基
づ
い
て
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

問

上
水
道
の
断
水
時
の

町
民
へ
の
情
報
提
供
体

制
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。

答

そ
の
時
点
で
使
え
る

マ
ス
コ
ミ
・
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
・
防
災
ラ
ジ
オ
・

広
報
車
な
ど
で
情
報
提

供
す
る
。
内
容
は
災
害

状
況
、
稼
働
状
況
、
飲

料
水
確
保
場
所
の
応
急

給
水
体
制
な
ど
に
つ
い

て
で
あ
る
。
水
道
被
害

の
早
期
発
見
の
た
め
に

も
町
民
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

問
question

断
水
時
の
町
民
へ
の
情
報
提
供
体
制
は

答
answer

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
情
報
提
供
す
る

　
「
吉
田
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
」
が
令
和
４
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
。
推
進
す
べ
き
施
策
の
方
針
の
中
の
「
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
2-1
」

上
水
道
の
断
水
に
備
え
た
応
急
給
水
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
質
問
し

た
。　
　

蒔田　昌代 議
員
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産業建設常任委員会報告
　　　

活力あふれる産業振興のまちづくりについて

⑴
　
農
業

・
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、

集
積
を
行
い
解
消
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

の
、
依
然
増
え
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
集
積
を
お
願

い
す
る
認
定
農
業
者
数
も

減
少
し
て
お
り
、
後
継
者

問
題
を
少
し
で
も
解
消
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

・
後
継
者
問
題
は
当
町
の
み

な
ら
ず
全
国
的
な
問
題
で

は
あ
る
。
個
人
法
人
を
問

わ
ず
、
当
町
で
農
業
を
始

め
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

新
規
農
業
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

・
農
業
の
魅
力
を
ど
う
伝
え

る
か
、稼
げ
る
か
、ま
た
安

定
し
て
持
続
で
き
る
か
希

望
が
持
て
る
よ
う
町
が
ケ

ア
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

・
後
継
者
の
所
得
が
保
証
で

き
る
よ
う
な
農
業
に
な
っ

て
い
る
か
。
耕
作
放
棄
地

は
全
体
的
に
増
え
て
い
る

が
、
吉
田
田
ん
ぼ
を
中
心

に
し
た
方
策
し
か
な
い
と

考
え
た
。

⑵
　
水
産
業

・
漁
業
就
業
に
つ
い
て
は
、

農
業
同
様
、
当
町
で
漁
業

を
行
い
た
い
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
、
新
規
漁
業
就
業
者
の

取
り
込
み
に
尽
力
さ
れ
た

い
。

・
民
間
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ

が
、
国
な
ど
と
の
協
議
や

立
地
的
な
条
件
等
を
考
慮

し
た
上
で
、
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
整
備
を
進
め

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
多
目
的
広
場
は
漁
港
区
域

内
の
一
画
で
あ
り
、
漁
港

の
施
設
と
位
置
付
け
し
て

い
る
こ
と
は
分
か
っ
た
。

水
産
振
興
策
で
し
ら
す
漁

や
加
工
が
見
ら
れ
る
場
所

と
し
て
施
設
を
作
る
こ
と

は
、
賑
わ
い
を
生
む
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
立
地
的
な
条

件
等
を
考
慮
し
た
上
で
取

り
組
ま
れ
た
い
。

⑶
　
観
光

・
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構

想
の
目
玉
と
も
言
え
る

シ
ー
ガ
ー
デ
ン
が
整
備
中

で
あ
る
現
状
と
、
吉
田
公

園
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
集
客
施
策
を
継

続
し
つ
つ
、
構
想
で
は
町

の
玄
関
口
と
捉
え
て
い
る

「
北
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
」
や

「
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
の
機

能
を
発
揮
す
る
た
め
に
も

連
携
し
、
吉
田
町
の
魅
力

発
信
能
力
を
強
化
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

・
吉
田
公
園
を
活
用
す
る
の

は
良
い
が
、
吉
田
の
魅
力

を
ど
う
し
て
い
く
か
、
ど

う
出
し
て
い
く
か
。
大
き

い
観
光
も
必
要
だ
が
、
小

さ
い
こ
と
で
も
地
道
に
、

吉
田
町
の
魅
力
発
信
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
。

調 査 事 項

　
令
和
３
年
６
月
７
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
、
上

記
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
決
定
し
、
当
局
か
ら
の
資

料
提
供
を
も
と
に
調
査
・
研
究
を
進
め
、
調
査
の
経

過
や
農
業
・
水
産
業
・
商
工
業
・
観
光
の
４
つ
の
分

野
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。
調
査
結
果
の

中
か
ら
農
業
・
水
産
業
・
観
光
の
３
つ
の
分
野
に
つ

い
て【
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
】と【
ま
と
め
】を

抜
粋
し
て
報
告
す
る
。

【
ま
と
め
】

　

計
画
達
成
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
に
つ
い
て
の

分
析
が
不
十
分
な
ま

ま
で
あ
る
。

　

改
善
を
重
ね
な
が

ら
業
務
を
進
め
て
は

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

改
善
策
が
最
善
で
あ

る
の
か
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
お
け
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
よ

り
働
か
せ
、
実
行
し
た

事
業
の
ど
こ
が
い
け

な
か
っ
た
の
か
、
そ
の

た
め
に
新
た
に
こ
れ

を
行
う
と
い
う
流
れ

を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
。

　　
　
委
員
長

　
　
　
蒔
田　
昌
代

日の出農園（北区）

多目的広場（東から西を望む）
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１月から６月までの
議会活動

１
月

日 項目 会議内容など

５日
議会広報特別委員会 議会だより第１０４号の２次校正など

議会運営委員会 第１回議会臨時会の運営について

１１日

本会議（臨時会） 令和４年第１回吉田町議会臨時会（専決処分など）

全員協議会 提出された議案の内容確認

議会運営委員会 議会運営に関する協議事項について

１２日 議会広報特別委員会 議会だより第１０４号の最終確認など

１８日 総務文教常任委員会 「国民健康保険事業」について、担当課から再説明を
受けることについて協議

２０日 産業建設常任委員会 「多目的広場の整備」及び「シーガーデンシティ構想」
について４年後の姿の現実化について意見交換

２４日 議会改革推進会議 地域との懇談会についての協議

２
月

日 項目 会議内容など

８日 議員研修会 動画視聴による研修会の開催

１０日 産業建設常任委員会 「活力あふれる産業振興のまちづくり」について協議

１４日 総務文教常任委員会 「国民健康保険事業」について、担当課から詳細説明
を受ける

１８日 全員協議会 第１回定例会提出議案等について、当局からの報告を
受ける

２１日 議会改革推進会議 吉田町議会基本条例の改正などについて

２２日 議会運営委員会 第１回定例会の運営について

２４日 議会広報特別委員会 議会だより第１０５号のページ構成協議
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３
月

日 項目 会議内容など

１日

本会議 令和４年第１回吉田町議会定例会（開会）

全員協議会 提出議案の内容確認

総務文教常任委員会 請願紹介議員等の出席要求について

４日
本会議 令和４年第１回吉田町議会定例会（早期議決）

全員協議会 予算関連議案の内容確認

７日
全員協議会 議案の論点整理

議会運営委員会 意見書の取り扱いについて

８日
本会議 令和４年第１回吉田町議会定例会 

総務文教常任委員会 5-11歳の新型コロナウイルスワクチン接種の慎重な
運用を求める請願について

９日 議会広報特別委員会 議会だより第１０５号のページ構成など再協議

１０日 全員協議会 予算関連以外の議案及び報告に関する内容確認

１１日 本会議 令和４年第１回吉田町議会定例会

１４日 産業建設常任委員会 「活力あふれる産業振興のまちづくり」について協議

１５日
本会議 令和４年第１回吉田町議会定例会（一般質問）

議会運営委員会 意見書の取り扱いについて

１６日
全員協議会 議員提出議案について

議会改革推進会議 地域との懇談会などについての協議

１８日 議会運営委員会 第１～４回定例会の運営について

２２日 本会議 令和４年第１回吉田町議会定例会（閉会）

２３日 議会広報特別委員会 議会だより第１０５号の記事確認など

２５日 議会広報特別委員会 議会だより第１０５号の原稿編集

３０日 議会広報特別委員会 議会だより第１０５号の１次校正

4
月

日 項目 会議内容など
５日 議会広報特別委員会 議会だより第１０５号の記事最終確認

８日 議会改革推進会議 令和４年度議会改革目標などについて

１５日 総務文教常任委員会 「国民健康保険事業」について

１８日 産業建設常任委員会 「活力あふれる産業振興のまちづくり」について協議

２５日 議会運営委員会 第１回定例会の反省点について

２７日 議会広報特別委員会 議会ＦＢ（フェイスブック）掲載について協議

13 よしだ議会だより 第106号



第３回定例会（９月）のご案内

令和４年第３回吉田町議会定例会は９月に開催されます。
傍聴にお越しいただく際は、手指消毒など、新型コロナウイル
ス感染予防および拡大防止策にご協力くださいますようお願い
いたします。

問い合わせ先　　議会事務局　３３－２１４１

5
月

日 項目 会議内容など
１２日 議会運営委員会 議会運営に関する協議事項について

１３日 議会改革推進会議 令和４年度議会改革目標などについて

１８日 産業建設常任委員会 「活力あふれる産業振興のまちづくり」について協議

１９日 全員協議会 第２回定例会提出議案等について、当局からの報告を
受ける

２０日 総務文教常任委員会 「国民健康保険事業」について

２４日 議会運営委員会 第２回定例会の運営について

６
月

日 項目 会議内容など

１日
本会議 令和４年第２回吉田町議会定例会（開会）

全員協議会 議案の内容確認

議会広報特別委員会 議会だより第１０６号のページ構成協議

３日 本会議 令和４年第２回吉田町議会定例会（早期議決）

６日 全員協議会 議案の内容確認

１０日
議会改革推進会議 令和４年度議会改革目標の具体的取組などについて

議会広報特別委員会 議会だより第１０６号の記事確認など

１３日 産業建設常任委員会 所管事務調査について協議

１４日 総務文教常任委員会 「国民健康保険事業」について

１６日 本会議 令和４年第２回吉田町議会定例会（一般質問）

１７日 議会運営委員会 第３～４回定例会の運営について

２０日
本会議 令和４年第２回吉田町議会定例会 （閉会）

議会広報特別委員会 議会だより第１０６号の原稿編集

２４日 議会広報特別委員会 議会だより第１０６号の原稿編集

２９日 議会広報特別委員会 議会だより第１０６号の１次校正

３０日 議会運営委員会 議会運営に関する協議事項について
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Ｑ．定例会や臨時会で何が行われているの？
Ａ．議会に提出された議案を審議し
� その議案の可否を決定している

令和４年第１回議会定例会議案書と参考資料

　
議
会
の
権
限
　

１　

議
決
権

　

地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
意
思
又
は
議

事
機
関
と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る

２　

調
査
権

　

世
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
事
柄
の
調

査
（
政
治
調
査
）
現
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
、
ま
た
は
将
来
議
題
に
な
る
で
あ
ろ
う

基
礎
的
事
項
の
調
査
（
議
案
調
査
）

　

重
要
な
事
務
の
執
行
状
況
の
調
査
（
事

務
調
査
）

３　

検
査
権

　

書
類
の
検
閲
や
報
告
を
請
求
す
る

４　

監
査
請
求
権

　

監
査
委
員
に
対
し
監
査
を
求
め

そ
の
結
果
の
報
告
を
求
め
る

５　

意
見
書
の
提
出
権

６　

選
挙
権

　

正
副
議
長
や
選
挙
管
理
委
員
等
を
選
挙

す
る

７　

請
願
の
受
理

８　

報
告
の
受
理

９　

議
員
に
対
す
る
懲
罰

10　

会
議
規
則
の
制
定

　
議
員
の
権
限
　

・
地
方
自
治
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
権
限

１　

臨
時
会
の
招
集
請
求

２　

議
案
の
提
出
権

３　

選
挙
ま
た
は
表
決
に
加
わ
る
権
利

４　

常
任
委
員
と
な
る
権
利

５　

開
議
請
求
権

６　

�

会
議
を
閉
じ
又
は
中
止
す
る
こ
と
に
対

す
る
異
議
申
し
立
て

７　

秘
密
会
の
発
議

８　

修
正
動
議
の
発
議

�

な
ど

・
会
議
規
則
上
認
め
ら
れ
て
い
る
権
限

１　

�

議
長
が
行
う
会
議
時
間
の
変
更
に
対
す

る
異
議
申
し
立
て

２　

動
議
の
提
出

３　

�

議
事
日
程
の
変
更
又
は
追
加
の
動
議
の

提
出

４　

延
会
の
動
議
の
提
出

５　

質
疑

６　

討
論

７　

一
般
質
問

８　

投
票
に
よ
る
表
決
の
要
求

�

な
ど

　会期中にはさまざまなことが行われていますが、その
なかで第一に挙げられるものは議案審議と議決権の行
使です。議案には予算や決算、条例の制定や改正、契約
の締結など、町民の生活に関わる大事なものが多く存在
します。
　議案のほとんどは執行機関である町が作成し、議会へ
提出されます。
　議会は議案の内容に問題ないか、修正すべき点がない
かなどをチェックしその可否を決定します。
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あ
と

き
が

　

田
ん
ぼ
の
水
面
を
走
る
風
が
爽

快
な
涼
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
季
節

で
す
。
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議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QRコード）

令和４年度　議会改革の目標が決定しました
目　標 取組内容

町民意見の反映 ・町民との意見交換を活発に行い、町民の多様な意見を的確に把握
し、町政に反映するための方法を検討し、実施する。

議案審議の充実
・より良い審議方法を検討し、実行する。
・議案質疑を活発に行い、町政チェック機能の充実を図る。

ＩＣＴ活用の推進 ・議会運営を効率化するため、ＩＣＴの活用を検討し、実行する。

まちの話題

吉田ファーマーズマーケット あつまれ！かわしりっ子まつり

※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして万円単位で表記しています。
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